
（別紙４）

事業所名 TJ-es
公表日 2026年　　4月　　1日

実施数 29 回収数 23

チェック項目 ご意見 ご意見を踏まえた対応

環
境
・
体
制
整
備

1 活動等のスペースが十分に確保されていますか 22 1

2 職員の配置数は適切であると思いますか 18 1 4

・困ったという話を聞いた事がない。むしろいつもアドバイ
スしてもらったという話をたくさん聞いています。
・すみません。見に行けていなく。

3
事業所は、こどもにわかりやすい環境になっていますか。ま
た、事業所の設備は、障害特性に応じて、バリアフリー化や
情報伝達等への配慮が適切ですか

11 6 1 5

・今後予定してますと言っていた内容について、その後の報
告があるとありがたいです。こちらから確認しないとわから
ないことがあるので…
・バリアフリーではない。

・賃貸ビルのためエレベーターの設置は難しいのですが、TJ-esの
フロア内はフルフラット、配線などで躓くことのないようにまと
めた環境にしています。
また、階段で滑ることがないよう、足ふきマットを置いたり、定
期的に掃除をしています。
・情報伝達を引き続き共有できるようしっかりと務めてまいりま
す。

4
事業所は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思
いますか。また、こども達の活動に合わせた空間となってい
ると思いますか

20 1 2

・音楽が少しうるさい ・音楽をつけることで、集中しやすい環境にしております。気に
なるなどの要望があれば、対応して参ります。

適
切
な
支
援
の
提
供

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門
性のある支援が受けられていると思いますか

18 4 1

・アンガーマネージメントなどの感情トレーニングも充実し
ていただけるとありがたいです。
・やりたい、やってみたいあとちょっとの勇気をいつも後押
ししてもらえていると感じています。
・本人はわからない、との回答でした。親としては特性を理
解してもらえているように思います。

・学生の特性によってスタッフも、合わせながら対応しておりま
す。さらによりよい支援ができるよう、日々精進してまいりま
す。

6
事業所がホームページ等で公表している支援プログラムは、
事業所の提供する支援内容と合っていると思いますか

18 2 3

7
個別支援計画（3ヵ月目標）について。こどものことを十分
理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分析され
た上で、作成されていると思いますか

21 2

8
個別支援計画（3ヶ月目標）に沿った支援が行われていると
思いますか

19 2 2

・入ったばかりで、まだ判断できません。

9
児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があり
ますか

7 2 7 7

保
護
者
へ
の
説
明
等

10
事業所を利用する際に重要事項（運営規程、支援プログラ
ム、利用者負担等）について丁寧な説明がありましたか

23

11
「個別支援計画」を示しながら、支援内容の説明がなされま
したか

18 2 3

・最初だけ？他のデイはきちんと毎回読み合わせをして確認
間違いや訂正話し合いがあるが、基本的に見てない。載せて
いるのだろうけどチェックしてない。

・HO-REN-SO DXというWebツールを使用し、ご案内しております。

12
事業所では、家族支援や家族等も参加できる研修会や情報提
供の機会等が行われていますか

19 3 1

・保護者会、ありがとうございました
・1年に1回位他の保護者と交流する場があるみたいですが、
参加したいと思わないです。自分の心がすり減る。

・保護者様が顔を出しやすいような環境に努めてまいります。

13
日頃からこどもの状況を「HO-REN-SODX」などを通して保護
者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況について共通理解
ができていると思いますか

18 2 1 2

・火曜日木曜日金曜日に通ってますが、火曜日と木曜日後は
あるが金曜日がない。まとめられてる？次の日休みだからは
ぶかれてる？こちらとしては毎回欲しい。たまに全く音沙汰
なく催促もしたことあり。唯一息子の事が知れる、支援もわ
かるけど連絡なければただフォートナイトで遊んで帰宅した
子になる。そこに支援はあるのかい？？？そう思う日々。

・通所した次の日にHO-REN-SODXのコメントを更新しております。
金曜日や、祝日など次の日が営業日ではない日は、次の営業日に
記載しております。

14
定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われてい
ますか

10 10 2 1

・半年に一回程度でも、親との面談があると嬉しいです
・面談？？なんだろう？？フォートナイトしに行っているだ
け。デスクワークとはいうが何してどう成長してるか全く知
らない。課題もわからない。苦戦しているかも得意とかも知
らない。日々知らされてもいない。

・ご希望に応じて、将来の進路や、不登校に関する相談（面談）
を行っております。また、お電話やLINEでの相談受付・助言を
行っております。お気軽にご連絡くださいませ。

15 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか 17 3 3

・あっていないのでわかりませんが、息子は楽しんでいる様
子ですし、私との電話での一般的なやり取りもとても丁寧で
親切。息子の良いところもキチンと見て評価してくれて悪い
所もこうした方が良いのでは？とアドバイスもしてくれてい
る様子でありがたいです。ただ、親とは関わり合いは薄いけ
ど、息子には良いお兄さんお姉さんなのではないのかなと思
います。
・子供特に何も言わずすみません。

16

保護者会等の開催等により、保護者同士の交流の機会が設け
られたり、きょうだい向けのイベント等により、きょうだい
同士の交流の機会が設けられるなど、家族支援は行われてい
ますか

18 2 3

・迅速に子供への対応をしていただきましたが、こまめに連
絡いただけると嬉しいです。
・したことは現実にないのでわかりませんが、息子がPC買う
時はアドバイスしてもらおうと思います。私が無知すぎて。
安物？わけの分からないpcを息子が買うんだァ！とかほざい
ていたらたしなめてもらうようにお願いしました。時期が来
たら購入するし、その前に本人がPCの知識ないと困りますか
ら。その知識も将来働く人になる為につけさせて貰えると嬉
しいですが、、、どこまでお願いできるものなのか？不明な
のも。。。

・ご希望に応じて、将来の進路や、不登校に関する相談（面談）
を行っております。また、お電話やLINEでの相談受付・助言を
行っております。お気軽にご連絡くださいませ。

17

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整
備されているとともに、こどもや保護者に対してそのような
場があることについて周知・説明され、相談や申入れをした
際に迅速かつ適切に対応されていますか

15 3 1 4

・保護者会みたいなのはあるみたいですが行きません。

18
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がな
されていると思いますか

17 5 1

・途中経過や結果等の連絡がこちらから申し出なくても連絡
いただけると嬉しいです
・休みます。遅れます。この日行きます。この事に関しては
意思疎通完璧です！

はい
どちらとも
いえない

いいえ わからない



19
定期的にホームページ・SNS・あしあと帳。等で、活動概要
や行事予定等の情報が、こどもや保護者に対して発信されて
いますか

19 3 1

・Tiktokで流れてくるもので息子かな？と思えるものにイイ
ネしてる。ホームページの第何回！〇〇さんに聞いてみた！
もたまぁーに覗いて見たらあ～増えていたとか。報連相は前
にも書いた通り、毎回更新されなかったりするから、ガッカ
リもする。ちょっと嬉しいコメント息子の成長であったり、
逆に息子の課題、注意された内容とか、私なりにハッとして
大事な意見だなとか覚えておかなきゃいけないエピソードは
スクショします。

・見ていただきありがとうございます。
定期的にホームページやSNSは更新しておりますので、ご確認くだ
さいませ。
通所した次の日にHO-REN-SODXのコメントを更新しております。金
曜日や、祝日など次の日が営業日ではない日は、次の営業日に記
載しております。ご確認くださいませ。

20 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか 20 3

・ごめんなさい。わからない。関わり合いがないからかな？

非
常
時
等
の
対
応

21
事業所では、事故防止・緊急時対応・防犯・感染症等のマ
ニュアルが策定され、保護者に周知・説明されていますか。
また、発生を想定した訓練が実施されていますか

8 2 13

・してるのかな？逆に聞きたい。 ・避難訓練は年2回実施していますが、通所曜日・時間・特性（大
きい音が苦手など）によって参加できないことを考慮し、札幌市
と相談の上、動画での避難経路等の案内が実装予定です。

22
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出そ
の他必要な訓練が行われていますか

5 1 17

・してるんですかね？知りたいです。
・これから行われることと思います

・避難訓練は年2回実施していますが、通所曜日・時間・特性（大
きい音が苦手など）によって参加できないことを考慮し、札幌市
と相談の上、動画での避難経路等の案内が実装予定です。

23
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周
知される等、安全の確保が十分に行われた上で支援が行われ
ていると思いますか 

8 1 14

・ごめんなさい。嫌いにならないで。どうゆう事してるの？
出来ないと思うよ。と思っている人。

・身体拘束などは行っておりません。安全に通っていただけるよ
う支援してまります。

24
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速や
かな連絡や事故が発生した際の状況等について説明がされて
いると思いますか

13 2 8

・これは実際電話受けたのでバッチリできてます！ありがと
うございます。息子の不注意でドアに顔ぶつけて自分の前歯
で唇切れた時。連絡してくれました。わざわざありがとうご
ざいますです。
・まだそのような事態になっていないのでわからない

満
足
度

25 こどもは安心感をもって通所していますか。 21 2

26 こどもは通所を楽しみにしていますか 22 1

27 事業所の支援に満足していますか 20 3

・問題があった場合、保護者とデイサービスと連携して対応
していけるよう、連絡を取り合っていきたいと思います。
・欲深いので。
・1人でゲームをする状況は家と変わらないので、なるべく誰
かとコミュニケーションを取れる活動にしていただけたらと
思います。

・一人一人が満足できるよう引き続き支援してまいります。



（別紙３）

○事業所名 TJ-es

○保護者評価実施期間 2026年　3月　9日 ～ 2026年　3月　27日

○保護者評価有効回答数 （対象者数）

○従業者評価実施期間 2026年　3月　27日 ～ 2026年　3月　30日

○従業者評価有効回答数 （対象者数）

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　3月　31日

事業所の強み（※）だと思われること 工夫していることや意識的に行っている取
組等

さらに充実を図るための取組等

1

2

3

事業所の弱み（※）だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点
等

1

2

3

（回答者数）

（回答者数）

※より強化・充実を図ることが期待されること

【環境面】
・掃除を徹底し、綺麗な環境での取り組み
・1人1台パソコンが使える
・PCスキルに特化したカリキュラム
・自立度が高くなる仕組み

・汚れてしまうマウスやキーボードの掃除を徹
底。汚れそうなところは気づいたスタッフが掃
除。
・自分のペースで取り組むことができ楽しむこと
ができる。
・本人の活動時間の中で自由に選ぶことができ、
自分の好きが将来に繋がるカリキュラム。
・タイムカードや挨拶など将来必要なスキルを学
び、毎日目標も考え、考える力を身に付ける。

・常に気持ち良く使ってもらえるように環境整
備。

【コミュニケーション/サポート面】
・通所している学生が楽しんで取り組んでくれる
ような学生同士のコミュニケーションのきっかけ
づくり
・進路サポート
・1人1人に合わせた支援方法

・コミュニケーションが苦手な学生も楽しんでく
れるようなイベントの開催や学生同士で一緒にで
きるようなスタッフの声掛け
・学校へ行けていない学生などの学校訪問や、就
職先同行
・スタッフ全員が把握できるよう事前の情報共有
と児童の自立度が上がるような声掛け

・事業所内で面接練習をできるような環境や声掛
け。
・スタッフ間のコミュニケーションエラーが起き
ないような声掛け。

【保護者】
・定期的な保護者連絡
・保護者へのサポート

・個別支援計画毎に保護者へ連絡。忙しい保護者
へはLINEで連絡を取れるような仕組み。
・家庭内の心配事や不安な点を解消できるようサ
ポート

・定期的な保護者会などの実施

※事業所の課題や改善が必要だと思われること

【ツールの周知】
・独自の保護者向けツール HO-REN-SO DXを見てく
れている人が少ない

・独自のツールであるため、ログインを毎回する
必要がある

・定期的な保護者連絡の際に周知

【地域交流】
・地域住民や同年代の学生との交流が少ない。

・様々な区から通所しているため、事業所のある
地域交流の必要性がない学生が多い
・学生ニーズがない
・事業所内での交流を大切にしたい

・eスポーツを通して、居住地域に限らず全国の
中高生と交流する機会を創出したい
・学生の視野が広がる機会を作る
・系列事業所が実施する高校生ボランティアが来
るイベントなどに参加

【環境面】
・照明が暗い

・照明が暗い方が落ち着く児童もいる反面、明る
い方がいい児童もいるため好みが分かれやすい

○ 分析結果



（別紙５）

利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切
であるか。

利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置
数は適切であるか。

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環
境になっているか。また、事業所の設備等は、障害
の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境
上の配慮が適切になされているか。

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっ
ているか。また、こども達の活動に合わせた空間と
なっているか。

必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用す
ることが認められる環境になっているか。 

業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定
と振り返り）に、広く職員が参画しているか。

保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握
する機会を設けており、その内容を業務改善につな
げているか。

職員の意見等を把握する機会を設けており、その内
容を業務改善につなげているか。

第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善
につなげているか。

職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機
会や法人内等で研修を開催する機会が確保されてい
るか。

適切に支援プログラムが作成、公表されているか。
 

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、
こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した
上で、放課後等デイサービス計画を作成している
か。

放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童
発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関
わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を
考慮した検討が行われているか。 

放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計
画に沿った支援が行われているか 。

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを
用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観
察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用
する等により確認しているか。

事業所名 TJ-es
公表日 　　　　2026年　　4月　　1日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

環
境
・
体
制
整
備

1

2

3

段差をなくし、床配線のコードレス
化をしている

4

5

スペースが広いため、離れた場所で
クールダウンしたり、少人数の個室
でゆっくり取り組むことが出来るよ
うにしている

業
務
改
善

6

7

全ての意見を業務改善に繋げられる
わけではないが、通所する・してい
る児童に必要であれば実施している

8

9

10

療育に関する研修やカリキュラムの
質向上のための研修を受講している

11

令和6年3月より、ホームページにて
公表

12

中高生向けのため、保護者・スタッ
フよりも本人の意思を最重要視し、
自立・自己判断できるよう計画を作
成している

13

全職員参加の支援会議を実施。必要
に応じて、学校や併用している放課
後等デイサービスと連絡を取り合っ
て支援の内容を協議することがある

14

15

就労系アセスメントを事業所ツール
として標準化。それ以外のアセスメ
ント内容は、日々の支援記録に記載

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○



適
切
な
支
援
の
提
供

16

17

18

定期的に交流イベントを実施している

19

個別活動がメインだが、本人・保護
者の意思に応じて、集団での対人交
流技能を学ぶ機会やチーム練習の時
間も提供している

20

毎日始業時にミーティング実施

21

営業時間が遅いため、翌営業日の始
業時にミーティングを行い、前日の
振り返りと、当日の動きの確認を
行っている

22

23

24

現場レベルとガイドラインでは違い
が出る場面もあるため、臨機応変に
適用できるようにしている

25

「正しい自己決定は、豊富な選択肢
があることから」と意識し、様々な
方法から自己決定できるようにサ
ポートをしている

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携

26

営業時間内には参加。担当者会議が
開かれたり、ヒアリングされること
が殆どない。個別支援計画は相談支
援事業所に共有

27

28

不登校児のサポート（出席扱い）と
して、密に連携を取っている

29

中高生が多いため、就学前の機関と
関わることがない。相談支援事業所
と情報を共有することはある

30

自立サポート支援の一環として、情
報共有したり連携を取って進めてい
る

31

定期巡回時

32

対象年齢が異なるため、交流は無
い。かわりに地域の高校や、一般企
業のｅスポーツ部などとカリキュラ
を通じた交流の機会を提供している

33

札幌市から案内があり、対象年齢が
一致していたら参加している

最低でも３ヶ月に１度モニタリング
を実施している。成長度合いに合わ
せ、本人の意向を反映させた支援計
画を作成している

学校と連携を取り合い、学校だから
学べる部分と、放課後等デイサービ
スだからサポートできる部分など多
角的な支援ができるよう工夫して進
める

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサー
ビスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供
すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移
行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び
支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項
目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容
が設定されているか。

活動プログラムの立案をチームで行っているか。

活動プログラムが固定化しないよう工夫している
か。

こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜
組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、
支援が行われているか。

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日
行われる支援の内容や役割分担について確認し、
チームで連携して支援を行っているか。

支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その
日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を
共有しているか。

日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援
の検証・改善につなげているか。

定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービ
ス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを
行っているか。

放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本
活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。

こどもが自己選択できるような支援の工夫がされて
いる等、自己決定をする力を育てるための支援を
行っているか。

障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係
機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した
者が参画しているか。

地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障
害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を
行う体制を整えているか。

学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、
こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の
対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っている
か。

就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども
園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互
理解に努めているか。

学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉
サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援
内容等の情報を提供する等しているか。

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要
等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機
会を設けているか 。

放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他の
こどもと活動する機会があるか。

（自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○



34

「HO-REN-SO DX」という独自ツール
を使用している。契約時にログイン
の説明も行っている

35

保
護
者
へ
の
説
明
等

36

37

38

39

相談がある場合は、個別相談時間を
設けている

40

半年に1回ほど保護者交流会を実施。
日々の悩みを相談する場となり、
「気が軽くなった」という声が多い

41

42

ホームページブログやSNS、「
HO-REN-SO DX」などの電子ツールを
活用し発信している

43

新人スタッフ入社時やスタッフ退職
時に説明し、徹底している

44

「HO-REN-SO DX」というオリジナル
ネットワークを使用。プリントや電
話やLINEなど、各家庭に合わせて対
応

45

地域住民を招く行事開催が無い

非
常
時
等
の
対
応

46

47

年に数回建物自体の避難訓練がある 全員が見れる場所に、避難方法・避
難場所に関する動画を掲載予定

48

49

食事提供を行っていない

50

51

低学年の児童がおらず、通所児童は
自立心がある。保護者からの相談は
いつでも受け付けており、相談体制
を整えている

日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こども
の発達の状況や課題について共通理解を持っている
か。

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して
家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング
等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等
を行っているか。 

運営規程、支援プログラム、利用者負担等について
丁寧な説明を行っているか。

放課後等デイサービス提供を作成する際には、こど
もや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優
先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確
認する機会を設けているか。 

「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内
容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス
計画の同意を得ているか。

家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に
応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開
催する等により、保護者同士で交流する機会を設け
る等の支援をしているか。また、きょうだい同士で
交流する機械を設ける等の支援をしているか。

こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を
整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情
があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活
用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制
等の情報をこどもや保護者に対して発信している
か。

個人情報の取扱いに十分留意しているか。

障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝
達のための配慮をしているか。

事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開か
れた事業運営を図っているか。

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯
マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職
員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓
練を実施しているか。

業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災
害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な
訓練を行っているか。

事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこども
の状況を確認しているか。

食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示
書に基づく対応がされているか。

安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、
その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分され
た中で支援が行われているか。

こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図ら
れるよう、安全計画に基づく取組内容について、家
族等へ周知しているか 。

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○



52

53

54

身体拘束を行うことがない

ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向け
た方策について検討をしているか。

虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する
等、適切な対応をしているか。

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかにつ
いて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十
分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス
計画に記載しているか。

○

○

○


